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少
子
化
は
、
国
が

直
面
し
て
い
る
深
刻
な
課

題
の
一
つ
で
す
。
令
和
６
年
の

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
15

で
、
前
年
の
１
・
20
か
ら
０
・
05
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
て
過
去
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
、
出
生
数
も
68
万
６
０
６
１
人
と
、
初
め

て
70
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

　
国
は
こ
う
し
た
危
機
的
な
状
況
を
打
破
す
る

た
め
に
、
５
年
12
月
に
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」

を
策
定
し
、「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
安
定
財
源
確
保
の
た
め

に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」
を
創
設
し
、

８
年
度
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。
具
体
的
に

は
、８
年
４
月
分
保
険
料
（
５
月
納
付
分
）
か
ら
、

健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
と
併
せ
て
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
（
以
下
、「
支
援
金
」
と
い
う
）

の
徴
収
を
開
始
し
、
支
援
金
を
財
源
と
し
て
児

童
手
当
の
拡
充
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
や

育
児
時
短
就
業
給
付
な
ど
、
少
子
化
対
策
を
進

め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
充
て
る
と
し

て
い
ま
す
。
こ
ど
も
家
庭
庁
の
試
算
で
は
、
支

援
納
付
金
の
総
額
は
８
年
度
が
約
６
０
０
０
億

円
、
９
年
度
が
約
８
０
０
０
億
円
、
10
年
度
が

約
１
兆
円
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
（
高
齢

者
を
含
む
全
世
代
が
拠
出
）。

　
少
子
化
の
問
題
は
、
単
に
子
供
の
数
が
減
少

す
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
力
の
減
少
、
経
済
活

動
の
停
滞
、
社
会
保
障
制
度
へ
の
負
担
増
や
地

域
社
会
の
活
力
低
下
な
ど
、
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
・
産
後
に

関
す
る
支
援
等
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
り
、
切
れ

目
の
な
い
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
妊
娠
・
出
産
・
産
後
に
お
け

る
妊
産
婦
等
の
支
援
策
等
に
関
す
る
検
討
会
」は
、

７
年
５
月
に
「
議
論
の
整
理
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
８
年
度
を
め
ど
に
「
標
準
的
な
出
産

費
用
の
自
己
負
担
無
料
化
と
安
全
で
質
の
高
い
周

産
期
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
両
立
」 

や
「
希
望

に
応
じ
た
出
産
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整

備
」
等
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
、
出
産
・

育
児
に
か
か
る
経
済
的
、
心
理
的
な
負
担
を
軽
減

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
、
子
供
や
子
育
て
世
代
を
支
え
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」が
始
ま
る

●令和 8 年度より「子ども・
子育て支援金制度」が
始まる。

●妊娠・出産・産後に関す
る切れ目のない支援体制
の構築が求められている。

今回のまとめ
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子
供
の
医
療
費
は
窓
口
で
の
支
払
い
が

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
実
際
に
は
大

人
と
同
じ
よ
う
に
医
療
費
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
私
た
ち
が
納
め
て

い
る
健
康
保
険
料
や
住
民
税
な
ど
の
税
金

で
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
か
か
っ
た
医
療
費
の
７
〜
８
割
は
公
的

な
医
療
保
険
（
健
康
保
険
組
合
や
協
会
け

ん
ぽ
な
ど
）
か
ら
支
払
わ
れ
、
残
り
の
自

己
負
担
分
（
小
学
生
未
満
は
２
割
、
小
学

生
以
上
は
３
割
）
は
自
治
体
の
助
成
な
ど

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
増
え
る

と
、
最
終
的
に
は
保
険
料
や
税
金
の
負
担

が
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
子
供
の
健
康
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
、

医
療
費
を
抑
え
て
上
手
に
医
療
に
か
か
る

ポ
イ
ン
ト
は
、
①
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

持
つ
、
②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
ぶ
、

③
予
防
接
種
を
適
切
な
時
期
に
受
け
る
、

④
健
康
習
慣
を
身
に
付
け
る
、
で
す
。

　
夜
間
や
休
日
の
病
気
や
け
が
で
受
診

に
迷
っ
た
と
き
は
、
電
話
相
談
を
活
用

す
る
と
安
心
で
す
。
家
庭
で
の
対
処
法

は
「
＃
８
０
０
０
」、
緊
急
受
診
の
判
断
は

「
＃
７
１
１
９
」
で
24
時
間
相
談
で
き
ま
す
。

子
供
の
健
康
を
守
り
な
が
ら
、
み
ん
な
で

支
え
合
う
医
療
制
度
を
大
切
に
使
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

#8000 #7119
対象 小児 全年齢

時間 お住まいの市区町村でご確認ください 24時間・年中無休

相談 小児科医、看護師 医師、看護師、相談員

内容
休日・夜間の子供の症状の対処法や
受診する医療機関などのアドバイスが
受けられる

救急車を呼んだ方がよいか、急いで病
院を受診した方がよいか、受診できる
医療機関はどこかなどを案内

監修 / 森戸やすみ
小児科専門医、

どうかん山こどもクリニック院長

適切な時期の予防接種で感染症か

ら子供を守り、重い病気のリスクを

減らせます。社会全体の感染拡大

も防げるので、かかりつけ医に相談

して上手に受けるようにしましょう。

手洗い、歯磨き、十分な睡眠など、子

供の頃からの健康習慣が、病気を予防

し、医療費の抑制につながります。

子供の体質や病歴を把握している

かかりつけ医なら、体調変化に早

く気付き、病気の予防や早期治療

ができます。必要なときは適切な

専門病院も紹介してくれます。

ジェネリック医薬品は先発医薬品と同等

の効果・安全性で費用が安く、飲みやす

く改良されていたりします。ジェネリック医

薬品を選ぶことで医療費を抑えられます。
※ジェネリック医薬品がある薬で先発医
薬品を希望すると、療養費助成の対
象外の特別料金がかかります。

子供の医療費無料化の仕組み

※自治体の助成制度はお住まいの地域により異
なりますので、制度の対象年齢や金額について
の詳細は自治体にご確認ください。

※対象年齢：生後1ヵ月～６歳児。英語や中国語にも対応。

子供の
医療費

窓口負担分

公的な医療保険の給付
2割もしくは3割

7〜8割
（小学生未満） （小学生以上）

私たちが納める
住民税などの税
金で賄われる。私たちや事業主

が納める保険料
から支払われる。

自治体から助成

保険給付

子供の急な病気やけがでどうしたらよいか分からないときは、救急電話相談が安心です。

症状に合わせた対処法を調べられる
WEBサイトもあります。

公益社団法人 日本小児科学会監修

こどもの救急
https://kodomo-qq.jp/

こども医療でんわ相談 救急安心センター
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監修 / 上
う え

原
は ら

萌
め ぐ

美
み

日本産婦人科学会専門医。日本がん治療認定医。
横浜市立大学医学部卒業、横浜市立大学産婦人
科などの勤務を経て、よしかた産婦人科・綱島女
性クリニックへ。産婦人科系のトラブルや妊娠・
出産、育児の関連サイトの監修も務める。

　温度の感じ方は個人差が大きく、同じ室温でも「寒い」
と感じる人もいれば「暑い」と感じる人もいて、全員に
ベストな室温はありません。だからこそ、「寒いから室温
を上げてほしい」と気軽に言えるような職場の雰囲気を
つくることは大事でしょう。
　特に女性は寒さを感じやすく、冷えからの不調に悩む
人も多いです。電車に「弱冷房車」があるように、職場
にも室温が高めのエリアがあるとよいかもしれません。

冬は特に体の「冷え」が気になる人も多いのでは？　
冷えは「万病のもと」ともいわれ、さまざまな病気が隠
れていることもあります。日頃から体を温めることを心
掛け、冷えが悪化しやすい冬を乗り越えましょう。

冷え性

寒さの感じ方は「人それぞれ」

　｢冷え性｣ とは体の冷えを感じやすい状態をい
います。他の人が冷えを感じない温度でも、手足
や腰、全身などに冷えを感じる状態です。
　冷え性の人は男女ともにいらっしゃいますが、
特に女性に多く、女性の半数以上が冷えを感じて
いると報告されています。女性は男性に比べて筋
肉量が少ないため、熱産生が少なく血流も悪くな
りやすいことが原因の一つです。また現代社会で
は、冷たい飲食物の取り過ぎや冷暖房の使い過ぎ、
運動不足、ストレスなどによる自律神経の乱れも
多く、これらも冷え性を悪化させます。
　冷えは「万病のもと」ともいわれ、肩凝りやだ
るさ、頭痛、腹痛、月経痛の原因にもなり、ひど
くなると日常生活に支障を来すことも。また、甲
状腺機能低下症や 膠

こう

原
げん

病、閉
へい

塞
そく

性動脈硬化症、糖
尿病などの重篤な病気が隠れていることもあるの
で、気になったら内科を受診することをお勧めし
ます。

　冷え性の改善には生活習慣が大切です。バラン
スの良い食事を心掛けましょう。栄養不足、栄養
過多、冷たい飲食物・お菓子・ジュースの取り過
ぎは冷えにつながります。血流の改善には、定期
的な運動が効果的です。ストレスが多い人は、深
呼吸やリラックスタイム（ヨガ、アロマ、音楽な
ど）を取り入れるのもお勧め。衣服で体を温めた
り、湯船にゆっくりつかるのもよいでしょう。
　冷えは漢方薬で改善することも多いです。体質
に応じて効果的な薬が異なりますので、診療所や
病院で相談してみてください。漢方内科、産婦人科、
内科などさまざまな診療科で処方されています。

女性の
カラダカラダと健康健康

 冷え性には３つのタイプの症状があります。
① 手足の末端が冷えるタイプ
 栄養や血の不足、血流の悪さ、ストレスや緊張

などにより、手足の末端が冷えます。
② 全身が冷えるタイプ
 体の新陳代謝の低下により全身に冷えを感じ

ます。胃腸も冷えて消化機能が低下している
ことも多いです。

③ 冷えのぼせ
 顔はほてっているのに足は冷えるタイプです。

自律神経の乱れや血流の悪さにより生じ、更
年期にもよく見られます。
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動けるカラダはいまから
4 4 4 4

つくる！

※動画は予告なしに終了する場合があります。

肘で円を描くようにしっかり回し、肩甲
骨回りをほぐします。

肘肩まわし

肩甲骨の柔軟性を高める肩甲骨の柔軟性を高める

動画でも
見られる　

ほぐしストレッチと簡単なトレーニングで
長く動けるカラダを今からつくりましょう！

健康運動指導士　一般社団法人ケア・ウォーキング普及会代表理事　黒田 恵美子

アクセスは
こちらから

肩甲骨が硬くなり動きが悪くなると、猫背にな
りやすく、骨盤にゆがみが起きて、膝痛や腰痛
につながることもあります。肩甲骨回りをほぐ
し筋肉を鍛えることで柔軟性を高め、膝や腰
に負担をかけない体をつくっていきます。

イスに背筋を伸ば

して座り、足は軽

く開きます。こぶし

を握って腰に当て

ます。

手の先を肩（硬い

人は胸の辺り）に

当てます。

腕を回すのではなく、指

の先は体に付けたまま肘

で円を描くように回しま

す。慣れてきたらだんだん

大きく回します。

簡単

イスに座り、引き寄せる動きを意識した
パンチを繰り返すことで、肩甲骨の筋
肉が動く感覚を身に付けます。

引き寄せパンチ

腕を上げやすくなったり、肩周辺が柔軟になることで
肩の凝りが軽減されます。

こぶしは最初に
4本の指を曲げ、
親指を後からの
せる形にします。

肘を後ろに引くと
きは、肩甲骨の
間の筋肉を引き
締めることを意識
しましょう。

片腕を前に真っすぐ押し出す

ようにパンチ、反対の手は

肘を後ろにしっかりと引きま

す。これをゆっくりと力を入

れながら繰り返します。

左右交互に
20回行う

肩を上下させず、
肩の位置はその
ままで肘を回し
ましょう。

内回しと外回しを
左右それぞれ
10回ずつ行う
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ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
、

「
検
査
結
果
が
陰
性
だ
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

ほ
と
ん
ど
の
検
査
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
を
受
け
る
こ
と
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意
味
を

正
し
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

感
染
症
に
対
す
る「
検
査
」と

「
ワ
ク
チ
ン
」の
話

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
例
に
〜

　
２
０
２
３
年
５
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行
さ
れ
、
感
染
対

策
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
、
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
薬
へ
の
期
待
も
高
ま
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
も
１
０
０
％

の
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
根
絶
で
き
た
感
染
症

は
、
地
球
上
で
は
「
天
然
痘
」
だ
け
。
他
の
感
染

症
は
、
消
滅
し
た
か
に
見
え
て
も
、
局
地
的
な
流

行
が
起
き
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
（
日
本
で
は
麻
疹
風
疹
混
合

の
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
接
種
）
は
、
定
め
ら
れ

た
時
期
に
２
回
接
種
す
れ
ば
97
％
程
度
の
予
防
効

果
が
あ
り
ま
す
が
、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
の

　
検
査
を
受
け
る
前
に
、
そ
の
検
査
の
「
感
度
」

と
「
特
異
度
」
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　「
感
度
」
と
は
「
最
終
的
に
病
気
だ
と
診
断
さ

れ
た
人
の
う
ち
、
そ
の
検
査
で
陽
性
と
出
た
確

率
」。
一
方
「
特
異
度
」
と
は
「
最
終
的
に
病
気

で
は
な
い
と
診
断
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
そ
の
検

査
で
陰
性
と
出
た
確
率
」
の
こ
と
で
す
。
つ
ま

り
感
度
も
特
異
度
も
高
い
検
査
が
、
病
気
の
人

を
正
し
く
「
陽
性
」、
病
気
で
な
い
人
を
正
し
く

「
陰
性
」
と
診
断
で
き
る
検
査
だ
と
い
え
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
鼻
咽
頭
ま
た
は
咽

頭
拭
い
液
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
当
初
「
感

度
70
％
、
特
異
度
99
％
程
度
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
（
現
在
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
時
期
に

よ
っ
て
感
度
は
50
％
に
満
た
な
い
こ
と
も
あ
れ

　
2
0
2
0
年
初
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
流
行
し
た
際
、「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け

た
い
の
に
受
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
事
態
が
各
地

で
起
こ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
症
状
の
あ
る
人
々
は
、

検
査
で
陽
性
か
陰
性
の
判
定
が
な
い
と
仕
事
や
学

校
を
休
む
べ
き
か
ど
う
か
判
断
で
き
ず
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
巡
っ
て
は
混
乱
が
続
き
ま
し
た
。
　

　
た
だ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
限
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
検

査
が
「
常
に
１
０
０
％
正
確
な
診
断
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
患
者
に
と
っ
て
陽
性
か
陰
性
か
は
重
要

な
問
題
な
の
で
「
検
査
結
果
に
間
違
い
は
な
い
」

と
信
じ
る
気
持
ち
も
分
か
り
ま
す
が
、
検
査
そ
の

も
の
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
も
医
療
リ

テ
ラ
シ
ー
の
基
本
で
す
。

ば
、
90
%
を
超
え
る
場
合
も
あ
る
な
ど
、
変
動
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
）。
当
初
の
P
C
R

検
査
の
よ
う
に
感
度
が
低
い
検
査
の
場
合
、「
本

当
は
病
気
な
の
に
陰
性
と
診
断
さ
れ
る
」
こ
と

が
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
実
際
は
感
染
し
て
い
る
の
に
「
陰
性
」
と
誤

診
断
さ
れ
れ
ば
適
切
な
処
置
を
受
け
ら
れ
な
い

ば
か
り
か
、
職
場
や
学
校
に
行
っ
て
感
染
を
拡

大
さ
せ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、

ま
だ
日
本
で
ほ
と
ん
ど
感
染
者
が
い
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
た
時
期
か
ら
検
査
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

ま
し
た
。
し
か
し
「
病
気
を
持
っ
て
い
る
確
率
が

極
め
て
低
い
集
団
」
に
検
査
す
る
と
、
特
異
度
が

高
い
検
査
で
も
本
当
は
感
染
し
て
い
な
い
の
に

「
陽
性
」
と
誤
診
断
さ
れ
る
「
偽
陽
性
」
が
多
く

な
り
ま
す
。
左
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
検

査
で
も
、
不
必
要
な
治
療
や
処
置
な
ど
の
不
利
益

を
受
け
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
す
。

強
さ
や
、
未
接
種
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
何
度

も
局
地
的
流
行
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
（
日
本
で

は
２
０
１
５
年
以
降
に
流
行
が
見
ら
れ
ず
、「
排

除
」
状
態
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
外
国
か
ら
の

流
入
で
近
年
増
加
し
て
い
ま
す
）。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
よ
う
な
、
変
異
が
頻
繁
に
起
こ
る
ウ
イ
ル

ス
で
は
、
あ
る
型
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
ワ
ク
チ

ン
が
、
変
異
し
た
型
で
は
有
効
性
が
下
が
る
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ワ
ク
チ
ン
で
の
完

全
な
予
防
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

接
種
が
無
駄
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高

齢
者
に
関
し
て
は
、
入
院
予
防
や
重
症
化
の
予
防

が
で
き
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
日
本
で
も
、
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の
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で
あ
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、
公
費
補

助
で
接
種
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
ワ
ク
チ
ン
を
例
に
、
検
査
に
お
い
て

も
ワ
ク
チ
ン
に
お
い
て
も
、
診
断
の
正
確
性
や
、

予
防
効
果
が
完
全
で
は
な
い
こ
と
を
お
話
し
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
以

外
の
多
く
の
感
染
症
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
検

査
や
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
と
き
に
は
、
１
０
０
％

で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
と
知
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 医師・医学博士・
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ど
の
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正
確
に
診
断
で
き
る

検
査
な
の
か
を
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る

検査における「感度」「特異度」
〜感度70％・特異度99％の検査Ａで

病気Ｂかどうかを診断〜

有病率50％（2人に1人が病気Ｂにかかっている）の
200人の集団に対し検査Ａを実施

病気Bに
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り
患
かん
している人

罹患している
100人のうち

集団によっては「偽陽性」が多くなる！

罹患していない
99万9,900人のうち

有病率0.01％（1万人に1人が病気Ｂにかかっている）の
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罹患していない人
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 陰性と診断！
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ウ
イ
ル
ス
感
染
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に
対
し
て
、

「
検
査
結
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が
陰
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」

「
ワ
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？
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で
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検
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２
３
年
５
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行
さ
れ
、
感
染
対

策
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
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の
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だ
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。
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で
も
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不
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の
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を
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と
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以
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に
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ず
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」
状
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と
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き
ま
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た
が
、
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国
か
ら
の
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入
で
近
年
増
加
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い
ま
す
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や
新
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の
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う
な
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が
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に
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こ
る
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で
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あ
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を
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て
作
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れ
た
ワ
ク
チ

ン
が
、
変
異
し
た
型
で
は
有
効
性
が
下
が
る
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
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新
型
コ
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ナ
ウ
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ス
は
、
ワ
ク
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ン
で
の
完

全
な
予
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は
で
き
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が
、
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と
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て
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が
無
駄
と
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う
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け
で
は
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。
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に
関
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は
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や
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化
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と
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で
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の

あ
る
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は
、
定
期
接
種
の
対
象
で
あ
り
、
公
費
補

助
で
接
種
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
ワ
ク
チ
ン
を
例
に
、
検
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に
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い
て

も
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ク
チ
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に
お
い
て
も
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診
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の
正
確
性
や
、

予
防
効
果
が
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全
で
は
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い
こ
と
を
お
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し
し
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き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
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型
コ
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ナ
ウ
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ス
以

外
の
多
く
の
感
染
症
に
も
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て
は
ま
り
ま
す
。
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や
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
と
き
に
は
、
１
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で
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こ
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も
あ
り
得
る
と
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く
こ
と

が
大
切
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 医師・医学博士・

医療ジャーナリスト　

松村むつみ   
名古屋大学医学部医学科卒業。国立国際医療センター（現・国
立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター）勤務後、横浜
市立大学附属市民総合医療センターの勤務医として診療に従事
しながら研究を続け、放射線診断専門医、博士号（医学）を取得。
2017年よりフリーランスの画像診断医に。同時期より各種メディ
アに医療記事を執筆。一般の人の医療リテラシー向上に貢献す
べく幅広く活動している。日本医学ジャーナリスト協会会員、ア
メリカヘルスケアジャーナリスト協会会員。現在は、University 
College London公衆衛生大学院在学中。著書に『自身を守り
家族を守る医療リテラシー読本』（翔泳社）など。

高
め
よ
う

健
康

医
療

と

の

リ
テ
ラ
シ
ー
を

も
う
惑
わ
さ
れ
な
い
！

検
査
は

「
１
０
０
％
正
確
」
で
は
な
い

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
も

万
能
で
は
な
い

ど
の
程
度
正
確
に
診
断
で
き
る

検
査
な
の
か
を
知
る

検査における「感度」「特異度」
〜感度70％・特異度99％の検査Ａで

病気Ｂかどうかを診断〜

有病率50％（2人に1人が病気Ｂにかかっている）の
200人の集団に対し検査Ａを実施

病気Bに
罹
り
患
かん
している人

罹患している
100人のうち

集団によっては「偽陽性」が多くなる！

罹患していない
99万9,900人のうち

有病率0.01％（1万人に1人が病気Ｂにかかっている）の
100万人の集団に対し検査Ａを実施

病気Bに
罹患していない人

70%

100人

70人

70人 9,999人
98万9,901人

1人
30人

30人

99人

100人

99%
特異度感度

陽性

陽性 陽性

陽性

陰性

陰性 陰性

陰性

病気にも
かかわらず

 陰性と診断！
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体
の
た
め
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
よ

く
歩
く
こ
と
。
仕
事
の
移
動
も
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で

カ
ツ
カ
ツ
と
歩
い
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
日
で
は

な
い
で
す
が
、
夕
飯
の
後
に
２
時
間
ほ
ど
歩
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
暗
く
て
顔
が
見
え
な
い
の

を
良
い
こ
と
に
、
仕
事
で
暗
記
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
文
章
を
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
歩
い
て

い
ま
す
（
笑
）。

　
最
近
は
、
心
を
整
え
る
た
め
に
タ
イ
ミ
ン
グ

が
合
え
ば
お
寺
の
座
禅
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
50
代
に
な
る
と
、「
仏
教
」
を
語
り
出
す

人
が
多
い
の
で
す
が
、
53
歳
に
な
っ
た
私
に
も

つ
い
に
そ
の
時
が
来
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
私

は
と
に
か
く
せ
っ
か
ち
で
、
仕
事
も
詰
め
込
ん

で
３
つ
も
４
つ
も
同
時
進
行
し
た
い
性
分
。
で

も
、
座
禅
を
し
て
い
る
間
は
何
も
す
る
こ
と
を

許
さ
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
状
況
に
置
か
れ
る
と
、

座
禅
の
後
は
「
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
ん
だ
な
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
ん
で
す
。

　
同
年
代
の
人
と
は
、
残
り
の
時
間
で
何
が
で

き
る
ん
だ
ろ
う
ね
、
と
話
す
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
、
少
し
手
を
伸
ば
せ
は
届
く

所
に
あ
る
も
の
は
、
す
か
さ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
母
は
も
う
す

ぐ
90
歳
な
の
で
す
が
、
現
役
で
働
い
て
い
る
ん

で
す
。
そ
ん
な
母
に
憧
れ
ま
す
し
、
私
も
長
く

働
き
続
け
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
は
ま
ず
健
康

じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
頭
も
し
っ
か
り
し

て
い
な
い
と
い
け
な
い
。
何
よ
り
、
仕
事
が
ス

ト
レ
ス
で
は
な
く
ハ
ッ
ピ
ー
だ
と
感
じ
ら
れ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

堀
井
美
香
さ
ん 

［
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
］

ほりい　みか／ 1972年、秋田県生まれ。TBSにアナウンサーとして27年間務めた後、50
歳で独立。さまざまなCMや番組のナレーションのほか、Podcastの人気番組「OVER THE 
SUN」を2020年より担当。自身が開催する朗読会はチケットが即完売になるほどの人気を
博し、精力的に活動を続けている。

手
の
届
く
所
に
あ
る
も
の
は

す
か
さ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。


